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阪神大震災で被災された

「障害」児・者への
救援募金にご協力をお願いします

阪神大震災が起こって被災された多くの人たちは、突然にして困難な生活を余儀なくされてきましたが、その中でも常H頃から介護
を必要としておられるようなさまざまな障害を負う人たちにとっては一層に厳しい避難生活を続けられています。避難生活に必要な情

報も伝えられなくて困られている人たち、いろんな行政への手続きに行きたくても介護者がなく行くことのできない人たち、国や行政

の援助もない中で始められた作業所も全攘してしまい仕事場を失った人たち、等がおられます。支援の会では、それらの障害を負う人

たちへの物資支援や介護者派遣、入浴サービス、 京都への一時避難受け入れ、等を続けてきました。 これらの支援の活動は今後も継続

していく必要に迫られています。被災された障害を負う人たちの生命と生活を守るために、ご支援とご協力をお願いいたします。

翌
I

呼び掛け団体 復吏災「障害」児ー者支援の会

賛同団体 愛隣館研修センター 三京都市民福祉センター・乙訓の里・乙訓の里親の会・向島あそぽう会

共同作業所ベテスダの家・きょうとキリスト者夜まわりの会・京都自閉症協会・ほっとハウス

日本基督教団京都教区障害者問題特設委員会・医療法人大山医院きこえの邪屋・アクセス京都

障害者いこいの家めぐみホーム・誕生日ありがとう運動京都友の会 ・榎の会・海外教育協力隊

タンタンおもちゃライブラリー・ペンギンの会

合075-612-0364（めぐみホーム）

〒61 2 京都市伏見区銀座l丁目360

郵便振替口座 0101.0-8-202.16 被災「障害J児・者支援(})会

連絡先
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一租当初のビラ避鵬所や電柱どこにでも貼ってまわっt~

象贅員［肩書J晃。者支量の会象
私たち一益災「日害J児・者支鍼の会ーでは｀翫神大菫災で紅災
された『以省」児・者のための蚊伍話幽を行っています．
地絨での生話の基撃を蘊俣するために．必肇な値蘊の塁歓・人的

物的支扱•あらゆる相戯などを行っています．
どうぞお気軽にご連絡下さい．

-------—--—ー・支ま洋砂丙考 —--------• 

〇塁急趾曲劾難（輝・輝）

砧災された r~~」児・者とそのご寧鮨の方々の一店遍廷を受け
入れます．

② 入浴サービス0実蘊
お風呂への送迎・介幽いたします．

③ 必要ないHO)注倶
生活阻品ー医立品・車イス— 益と益に四する阻具など必玉とされる
蟻資の迄訳をいたします．

淡そ0飴、お屈りのことがあリましたら、植誠に応じます．

現地峯滋屈：神戸市泣区山田町3-1-1 神戸学生肖年センター内

は災「悼害」児・昔支髪0会
直／F心 078--856-0700
袖涵追 030-273-6689 

京謳事洩屈：直 075-612-0364

資料2



置Ill 兵庫クリスチャンセンターに移ってからのビラ

粛量貫 f肩害J凰。青支量の会象
私たちー被災巾応釦児・者支援の会ーでは、被災された「粋宮」児・者のため
の支援話動を灘区・束灘区を中心に行なっています。
地城での生活の払盤を確保するために、必咲な梢報の提供、人的 ・物的支援、あ
らゆる相談等を行なっています。他地城からのポランティアの大半が神戸から撤退
し、今なお行政が正常に仙いていない中、私たちは 96年 3月末をメドにして裳望
がでてくる限り、私たちがなし得る力iいの限りで支援活動を続けていきます。
どうぞ、お気軽にご述絡下さい。

- --- --．三芝七妥改舌五切 P、]容―-----

印入俗サービスR奥属
お風呂への送迎・介助いたします。人浴相談もお受けいたします。

⑫ ガイドヘルバサ）翡
茄院、施設等への送り迎え。外出の手助けいたします。

⑬誹稲鄭）奥羞
一人硲らしの力¥語相手を求めている）Jの訪liり・相談をいたします。

⑲必要な物飼翡哄
生活用品、医放品、その他必要と される物資等を独自のネットワークを辿じ
出米るかぎり提供いたします。

⑤ 緊急避薙場所の提供（京都・短期）
被災された「印宙」児 ・者とそのご家族の方々の一時避雉を受け人れていま
す。

炎 そR他、お困りの事がありましたら、ご相談に応じます。

現地事務局：神戸市束灘区御彩中町 2-3 -2 3 鴎覆Kクリスチャンセンター内

被災「樟害」児・者支援の会
TEL/FAX O 7 8 -8 5 6 -0 7 0 0 
り8 ―~WTEL O 3 0 -2 7 3 -6 6 8 9 

京都事務局：京都市伏見区銀座一丁目 36 0 めぐみホーム内
TEL 075-612-0364 
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一瑯碑缶紗濃要

高齢者一暉害者向坤域四仮匹年宅

（応急仮設住宅）

入居申込のごあんなし、

お知らせ

今回の住宅は、このたびの震災により被災され、避難所等での生活が困難と認

められる高齢者・節害者等及びその家族が対象です。

今回の地域型仮設住宅は、被災者用一時使用住宅と同じ応急仮設住宅ですが、

建物は従前のものとは異なり、2階建で、風呂、トイレ、流し台は共同で利用す
る寮形式の集合住宅です。

1 目的

避難所等での生活が困雉と認められる高齢者・障害者等並びにその家族に対し、

自らの住宅を確保できるまでの間、被災者用住宅を暫定的にお貸しするものです。

2 入居対象者

身体的・精神的に虚弱な状態にある等の理由により避難所等での生活が困難と認

められる下記に該当する高齢者、降害者等及びその家族（単身世帯可）。

ア 高齢者 6 5歳以上の方

イ 障害者 ・身体障害者：身障手帳1 • 2 • 3 • 4級所持者

・知的障害者：療育手帳所持者

・精神障害者：障害年金1• 2級受給者並びに「障害の状況に関す
る証明書」の交付者

ウ 上記ア、イに準じる者

慢性疾患等健康上の理由で避難所生活が困難な方

3 入居戸数 8 6 2室（全戸応急仮設住宅）

(4.5畳もしくは 6畳のどちらか一室）

戸数については個別の事情により変動することがあります。

なお、いずれの住宅も駐車場の確保はできません。

4 使用できる期間
原則として入居後6ヵ月以内。ただし、その後に6ヵ月を限度に更新できます。

遺



し住宅概要

プレハプ2階建寮形式

1棟あたりの室数等（標準タイプの例）

畳数 室数 入居人数等

6 畳 8 原則2人入居、介設状況に応じて3人以上可

4.5畳 8 原則単身入居、 2人可

計 1 6室 概ね 50室に 1室の割合で相談コーナーを設置

設 備

浴室 2 身体障害者対応： 1階に 1カ所

トイレ 3 車イス対応： 1階に 1カ所 共同使用

流し台 6 車イス対応： 1階に 1カ所

※部届等の緊急プザー、浴室・廊下の手すり等設備改善しています。

浴室・トイレ・流し台は共用です。入居者で管理していただきます。

眉



●住宅平面図（標準タイプの例）
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被災「障害」児，者支援0)会

支愧咳
ニュそス心1

京都市伏見区銀座 l丁目 36 0 

めぐみホーム内

岱＆FAX

075-612-0364 
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1月.:2/8（エ） 5項 9~6：：：？り大今侶汚応佑．

町条大客、邸前

文チ岱酋店街．
‘‘ 

::z...2B (9)ふの～か3o

2 8日（土）4時

2 8 H （土）

2 9日（日）

大手筋商店街 ・参加者35名

イズミヤ長岡京店

尤・ヤb君.2/兌、

‘̀ IP允

ュう私

”...,オ'1:.
如

2日（木） 5 時 3~- ー：：口平3叫 I紅—
5日 (B)4団 93()サ 、叫追町参冠着約'7()元 ． 砥

→会計報告[tそ各が心叫[
叩 m ] 
1 J、Iク3..<j 2P-¥ 
; 4固K百ク、さ') • 

} } 2、1-,2.、:2tI -・ 

3時

2時 大手筋商店街

参加者18名

参加者37名

◆物資支援

I豊能陪害者労働センターへ
2 8日 タオル・下着をダン

. 2 9日 トイレットベパ テイ、` ‘
ポール2箱を郵送

ノンュ・衣類等

（すばる舎ヘ ダンポール16箱を届ける（平田・川上）

1日すばる舎の 10 0 0人炊き出 しのための物資が不足し
ているので支

i 援して欲しいとの緊急情
錦林教会）が以下の物資をすばる舎へ届けた。

牛肉 20 kg、鶏肉 30 kg、きゅ うり5ケース、

白菜 5ケース、 トマト 9ケース、人参 3ケース、

2 0 Q、濃口醤油 18 Q缶、薄口醤油 20 Q缶、

ース
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キャベッ 5ケース

玉葱 5ケース、みりん

味噌 20 kg、手袋 1ケ

♦ ー峙避藉

i／うoよリぷ地1逍畔酋苓孟．
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「支援の会」週内に も活動

避
難
所
巡
り

手
助
け
探
る

阪
神
大
胃
後
、

京
情
内
の
翡
搾
業
所
な
名
ハ
団

体
で
結
成
し
た

「被
災
『
障
害
』
児
・
者
支
痘
の
会
」
が
、

兵
庫
県
内
の
各
澱
難
所
で
陣
四
者
の
匿
望
を
閲
い
て
回
る
活

動
を
今
週
中
に
も
始
め
る
。
瞬
在
も
西
宮
市
の
編
祉
施
設
で

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
人
が
手
伝
い
、
会
良
宅
に
被
災
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
が
、

「障
害
者
に
は
『
い
ら
っ
し
ゃ
い
』
で
は

な
、

携

欝

に
声
を
掛
け
て
い
く
か
か
わ
り
方
こ
そ
が
必

要
」
と
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

訊祝新l悧

% ・ \~) 
賃

な
い
の
で
わ
ざ
わ
ざ
同
セ
ン
タ
レ
な
ど
の
専
用
設
飩
が
整
っ
て

ー
に
行
っ
た
り
、
人
目
を
気
に
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
い
と
県

し
な
が
ら
お
し
め
を
換
え
た
り
外
に
移
れ
な
い
人
ぱ
か
り
r£
3

と
杢
自
由
な
生
涯
茶
緞
な
く
に
、
ど
こ
に
伺
人
い
る
の
か
実

さ
れ
て
い
る
。
．

態
が
不
明
私
た
ち
の
足
で
遷

京
欝
給
緊
涵
害
者
専
輝
所
を
一
か
所
ず
つ
荷
か
す

用
市
営
住
宅
で
一
人
蕩
ら
し
の
る
こ
と
は
』
と
尋
ね
て
歩
き
た

で

柏
木
正
行
さ
ん
（
四
と
は
先
月
＝i-

い
」
と
話
す
。

十
日
、
同
じ
印
い
す
告
店
を
送
向
会
で
は
五
日
も
京
都
市
四

町

る
神
戸
市
兵
庫
区
の
牧
師
を
迎
条
河
原
町
で
八
回
目
の
募
金
活

原河

[
:

懃

実
施
。
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

え
入
れ
た
。

牧
師
は
池
震
後
十
日
間、

小

被
災
名
の
受
け
人
れ
先
を
求
め

学
校
の
遵
難
所
で

き
J

し
た
て
い
る
。
問
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同
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が
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災
者で
込
み
合
っ
て
い
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ニュースレターパ0．ユ
lqq5年2月9'l距和テ

ネ餃「障翌 I尼•者支オ度のA
ゑ務局 寄諒訊舷i紐 IT釦 60

めぐみホーム 1丸

Tei i..J:"AX. o'75"-bl2-o364 

こ(/)二ユ_スレゲもよ楼<炉戌隻児者支壊の会に御釘悽.租卸
協力下さった方々｀癒昧tも迄下さる方1=．会が七重力の報告を中lul=
お伝えして＼直す。

和4回桑稔局会言ギで1さ（％）これがらの対市ヵ内兎1二つい℃
話逸われiした。

この問 FAXにて様心情報を送迄下さ孔まず隣搭者問笥

薪告巴）を芳える紅紅連絡会言ギ渇直）ふ3.21這輝切）2
1 鴫和＼項籾．訳「洟皇和蓉庭訪問•生活餌ヵ砂‘
につ¥l Z詰された複様。

暉 ‘‘毎8.氾函l：：むtil.(000食0炊き出しをさ虹＼＼る．面知すばる舎'C.，
t 
心・五培炊き出しをす紐‘うンティア以外に．コーテ‘1ネートする役割郊‘の人的
安複（一迅M昏lb..Lt）ヵ＼汲号とさ如心．

効 六甲テ‘1サービス・セ＞ター（更知）m ．業務起9舛t叩ーが、即締
但）の象誕訪問い少しづ、つさ中乙いる。

知這精神医魚直E>ター℃'9さ．医蒋埠設t知面琴恥 ‘‘SOSピ＇う、屯各避
包）和所に配')13じ＇めかる。

冷こで’ :欠{/)：：しを
御 t遠；により

-=-計画しiした。 痘戸届J しうす~
／カ

0楼災地にある神戸券生昔年虹ター五派邊ボ｀わ和アの収紐、いし、

主l：：：難区・桑嘩巴を対象1：：しで．避難所等t／込hl=9す六甲元サービ‘スセンターや
訪問し．入3谷介且力↑北‘の援助をする。

＼ 
ニューカトし泌・高逍斗上過峰狂1
珪伽5．託 •T::/LI節知· ぁぅ．

。加緑に引き緑き人的安堤。(-疇輯） 主に中短和底知砂ふゅ‘‘
‘研J1した。

｀務局炉中J叫：： I隋毅堤哄 ．街翡嘉釦紺綬．

霊祖災屯 冠込丘疇夕くが知会＞ -
。曇---
戸tご雰嘔翌］□ピl⇔ l宝竺fx、I稿屈訊ム 各蘭叩I諏．体

ポ‘う茫瑳
‘‘----
眉



炉の
こ—-
胡切報告

%l~9し）

ば締r二＼ま

¥8れ℃‘5;

118以峰
2お力＼‘‘

『-、ト
--ん-n_g-K

日付 浩勁内容 • ＂AI 
2 /11 I現地拠点設宮(*P1"年センクー" 3名

············•··•··············································································· 

2/12 |＇被災応宙者• OO係者複活をめざす対策会議l参加 m:＇所UCA[ 2名
9●●_．．．．．-•-........-·········· ................................................。...................--．．.......-···· ···········..........:.-·········

2 /13 六甲デイケア・斉屈束浚過訪問、物責搬入

避慧所 ：灘区5ヵ所 炊き出し支援（八幡保育所） 1 8名
9●···--·-······•············-··························-··-······-·············-··········--....。.......•--•••-．．--·········-···-··-· ......

2 /14 I東灘・灘区福祉事務所・神戸YWCA訪問
避薙所：灘区 14ヵ所、東灘区 9ヵ所

個別相談 1件 [ 8名
..........·-············· ·······．．．．．．→~・-········

2 /15 枯神医1/i.S0Sピラ配布関始 校g:nnucA肛g：ちびく""
k郎：大H”-11・lIg：彬大晨晨ん員

YWCAにてピラ配布 (1.000枚）

ニューカトレア会高瀬氏事務局入り

市立更正センター（大A肛）訪問

神戸新闘取材

避蓬所：灘区 1ヵ所、東灘区 14ヵ所

観別相談 5件 12名
•—●●●●●●●●●●●●I··ー・-··一．．..ー..................。······················ ····················· ··．．．．．．-．．．．．．．．．．．．．-···．．．．．．．．．．．．．．手・-······

2 /16 入浴送迎 1件（知的「応宮」者家族）
兵瓜教区事務所訪問ー協力OO係磁認
避蓬所：灘区 10ヵ所、東灘区 l0ヵ所

個別相談ヽ件（編絞4件）
I I. 

10名

如 1B砂 158iて竺栢戸学生全年センター
源虹 l）をL,這吟丑只わ和

街頸慕金をしさす。
穏—

心＼

、T 2月19B(8ようび） PM,3こoo叶伝いをでててもらばしT-::::で衣m虹

見叱の情報収集やヒ方 は')・＜心り`て‘‘

ぃ汽bぐしくしてし1さし1：：：が‘‘，酒日とス、と‘‘
い応兄が‘知つで見て采てぷ↑:;_・2. 8 

は戸‘，吠翠ぷゎおら1J"這って寸
Tし舌いましT=。ぷく言かギ玲和 1囀謁

ヽk左只 ‘IIると1ヽ う、てがり 。以Tさ仲良'
〈以lぶって和す上げく豆｀l)T：：＼・`ゴ‘す。

i "1 6こOO
四条祁原町志島屋愉

2・17現在
街頭募金合計 1, 103, 920円
その他の募金合計 4, 1 1 0, 60 6円

5, 21 4,5 2 6円

波災「障害」児一者支援の会

愛隣館研修センター・京都市民福祉センター・乙訓の里・乙訓の里親の会・向島あそぽう会

共同作業所ベテスダの家・きょうとキリスト者夜まわりの会 ・京都自閉症協会・ほっとハウス

日本基督教団京都教区障害者問題特設委員会・医療法人大山医院きこえの部屋 ・アクセス京都

障害者いこいの家めぐみホーム・誕生日ありがとう運動京都友の会 ・ 榎の会•海外教育協力隊
如 13



支援傘たより
（毎国、分約が変っtスミマセン．）

,qq5. 3、II乾行

叡「唯覧I兒・君支複の会

ゑ務局・京莉靱見以仕磋l頂 360
めぐみ市ーム内 612-03舛

阪神大賣災から 2ヶ月。複災地nr痙唇月す！さ・・・。

私竜、支複.1/)会の派逢ボ‘ランテパ布さ・・・。

〈支援oA派遣ボ7)元了人数：〉
神門遅引比9-
でのき直2
す心・る告^ の安邊

峯務届お硫＼ヽ

2月
21（火）22内 23f.f-)24(4125心公(9)2'1（月928仄）

/3~ /4 /4 /2 ID.3 /4 14 

3s 6 5 5 5 3 2 2 

5令 L~-2 2 / 2 

3月
1ほ,2(*) 3（雇）4に）5（8)6 旧）り（史） 8 休），（~,o （息

17 I b 14 2 / 1q 2D.2o 2o I 4 

3 3 3 2 2 4 4 4 6 6 
3 3 2 / 3l  lえ

♦ す心冷バ‘i牙ィr(/) 様}

叩跨［d．鑓宮祖沖心に
r鴨屯者が、地域で生活する

::.ビLBキかし7...危ヶ所の共固

A心し 7̀；し一7喩ームをつくっ
ておら出さす。

月回の地賣℃．作業所にも

誼究が｀•あ'J-JLt:::.t,¥''.癖．
地t苦＂棉災された方々 9::..13l3‘•

釦8.looo食m、欠き出しをさ中乙
＼ヽ 3す。
私j:1さ、すId‘'る合に長其月（逮間
以上． lヶ月蜆位）を亀ボ` う巧打't

送）、こ応胡＂皮負 L乙ヽ うヽす．

すばる舎で働いておられた堤さん、岡本さんが一時帰ってこられました

すばる舎の方はポランティアも多くて活勁は活発に展開されているそうで

す。泊り込みの人も 30~4 0名位おられるようです。ですから自分自身

が出来ることを積極的に関わっていかないと、とまどいの内に時間が過ぎ

て行くというようです。そういう状態だから 2~3日の泊り込みではmれ
た所で帰ってくるということになリ、せめて一週間は泊り込むことが必要

とのことでした。他のポランティアの仲間とは大変親しくなって人間関係

• も広がり、帰ってきても、又すぐ戻りたくなり、 6 日から嬰さんも岡木さ

んも可びすばる令へ行かれる＇ということでした．このすばる令のポランテ

ィアの活勁を指揮されているのは、代表の西さんですが、その一否近くで

総括責任者として活躍されているのが、支援の会よりいち早く送り出した

(2月 1日より）川田さんであるということでした。もう一人の杉山さん

は吹田にあリます、すばる舎のワークショッブアポロで知的節害の人たち

と働いておられるということでした。

資料14



／ 安複心lさ、韮ターの一皇かあ‘倍）I ⑫ 、避龍所栽‘m訪閉し、積恵立もっ訪 ・
から否捻m年．舷Bに相訊1::.応し吃＼ヽ jす。 l

◆神戸学生育年センターでの取り組みについて
灘区・東灘区の避難場所はほぽ八割回った。さまざまなケースが出てきている
が、入浴サーピスを希望される人には車で送迎して応えている。愛生園よりリ
フト付きパスを借りて、上田さんが回られるのに使っている。 27日より京都
の運転ポランティア友の会より一台リフト付きバスを借ります。運転手が足り
ないので、京都ポランティア協会と阪神大震災支援センター（宇治）に募って
もらう。神戸の新聞にも 「運転手付き移動入浴車募集」の依頼をする。
えんびつの家は週二回、個人的に要望にも応えてガイドヘルパーを行なってい
る。現地でポランティアを希望されてきた石谷ゆりさん、金子まことさんも活
躍されている。

虞貧銭盆l)）
// 
滋施言{?i。這曲の複助tし乙＼、訂。

I・ • _．．．．．．．．．．．..1...．．．．．．，....．．．．．．． ...．.....．．．...．．．．...．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・`．．．．．．．．．．．．．．．．．．．；．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・..ー・＿．．．．．．．
3/8 琴送迎3件、入浴サーピス 3件、各避難所回り l 

岩屋ワ’ー センター送迎3件(1件は松の木会鈴木氏） ！ 
日本経済新聞取材、NGO連絡会議アンケー ト依頼 ； 

・・・;・;.呵.．．．I...．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．̀..．．．．．．．．..．0 ● ● ●- • ・ • ; ．̀．．..．..．．．．．．．．.．．．....．．..．．．．．．．．．．．..．_..．．．.....．．．．．．..．i 
3/9 もとやま園送迎3件、入浴サーピス4件、各避難所回り

岩屋ワークセンター送迎3件（鈴木氏、大阪教区梶井氏） ． 
灘区保健所、東灘区保健所へ個別ケース相談

三浦あすかさん松の木会の作業所へ通所すること決定
．．．．．．．．．．．． ．． ． ．ト・．．．．．．．．．． ．．． ． ．．． ． ． ． ． ．．．．． ．．．． ．．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．． ．． ．．． ． ．．．． ．． ．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．． ． ．．．．．．． ．．．．．． ．．．． ．．••-; 

3 /10 Iもとやま園送迎3件、入浴サーピス 4件、各避難所回り
岩屋ワークセ ンター送迎3件（鈴木氏・梶井氏）
仮設鍵を取りに行く

灘区ポラ ンティアの会来館

裏面刃ずうンティア2お
．の廃徳文 ・1

応T3

ごむ噸l二和2：'r“..Jtもた人に出合うヒ
栢 1-::.;帳心ニーZとも戎おら中3す。すぐl：：
僻宋できる：：とi:怜，＂乙 ．心‘中lむが元の行政
心碩体に令Iすヒめれもら四I神 9がお
かの叩r．式箪さl3

心認言ば゚召
,,紐諏

゜令令
も磁緑してこの芸；豹，1れる戎しにか）かした。

士動裔告会のお知ら巳
＇如邊社匹．こ山32"の中間粒告 i.みなさん1：：年9 、 と思迄いさす•
環地如幸滋子、約生命耀 の＂ J体 、鼓郎．匹紅＇もセひ祖却し下 さい。

• : !.. 3月26B隋3:00~ （ざは 釘糞館研修センター
S:oo （道鉄mu和晒o4>・虹ニュー和5血）
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禅ヤ粒住青年セ汽1-C̀ 2知認）註愧加2下ざ平．
叫 l＝ 北海迫・バ＇乙恥知海和ぃ藷汀．

被災「節客J児・者支援の会（現地拠点）は事務局をは

じめ、様々なポランテイアによって構成されています。

自分自身被災された自立「障害J者の方、家庭崩壊、r前
にもかかわらず気にせず手伝ってくださる主婦、仕平を休

んで来られる方、良きムードメーカーである大学生の皆さ

ん、径しいトランブ手品師・・・・・・・

一見、何の共通性をもたない人達だが、ひとたび現地に

入り一緒に活動していくと、なぜかはじめて会ったとは思

えない、 •そんな気持ちになってきます。

支援活動を通じて、いろいろな被災 r惇害J 児・者とそ
の家族の方々との出会いがあリます。そして、 「粋吝」と

いう「弱さ」にはたいへんな力があり、 「障害」者と関わ

ることによって私たち支援の会が創られ、まとめられ、和

らげられ、活かされている事に気づきました。私たちポラ

ンティアは被災された方々を支援していると思われていま

すが、実際は被災された方々に支えられているのだと思、い

ます。

支援の会としては現地での長期的な閲わりを続けていか

れる事と忠いますが、今後、地域の方々にお返ししていく

ときにも｀この関わりと共にお返し出来ればと思います。

涵原があツ

負
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r~より
No.4 I呼5.6,•24-発行

祓災 r漁啓...J)見・者支壊の会

毒務局・
市苛市伏見鋲蔑1;B360 
めぐ‘み寸＼ーム内 612-031午

沿い鱈児・者支浚の会d)主動に御埋鯖・御協力をりたた‘をさした

皆様^ ゜

私逹1さ現在も神戸市渾区・東海Eを中心に現、t也ボ＇うンテ汀択緯

綬して活争ヵを績もItこい3す。大嚢・災1二より、均虹式で生活する：：とが＂困

韮：：： rJった清聾ももっ方々のニーズ‘も長期化して＼心す。しかし r：：：の合

戸毒舌會ヵを打ち切るわ1tに1さいかヤむ。」ヒいう締論に至ったのヵ＼＂

4月。もれ以失活會訂）王見地戎頃、も衿転し、専雅君 (1名）をたて2、
毎遜月～金濯8を：舌曾n日としこ訪閉・相説、送迎、い谷rJどを行

心）訂す。 一

栞庫`区丑ャ[;:［[：三て「？出。a)
戸新しい現地吸K屯，lさ-ミ乙

これきも［現地霜ぅン

テ4アの廂泊・認連絡の

JR住吉駅がら琴l0分 l ・i疇）して：、訂。8)
あリヵ＼＂ヒう：：さ ‘‘llさした。

、、 神戸で‘の活動(J);快‘ぅ兄互矢均訊l二品叩もらいj国。
丁 --‘’ ¥, 

被災障害児・者支援の会も、神戸学生青年センターでの 2、3月の頃と比ぺ、

現地ボランティアの人問が少なくなりました。とくに4月から大学が始まるとい

うこともあり泊まり込みで長期で関わることのできる人間が少なくなりました。

今回の震災で多くのボランティアが被災地にきましたが、学生の力がいかに大 き

かったかが 4月以降の状況で明らかにされました。 一方で未だ公的な力が及ばず

ボランティアの力が必要な現状が残されているのも事実です。

震災から 4ヶ月半が過ぎたいま、被災者の要望、意識が変わっていくに従い私

たち現地ボランティアの活動の内容もかなり変わってきました。当初の働きは、 ＼ 

員叩



一つ一つの避難所をまわり、数多くの被災者が厳しい生活をしていることを把握

することでした。電気 ・ガス ・水道が復旧しない中、障害の有無にかかわらず皆

がパニックだった時期と比ぺ、現在は従来ハンディを持つ者が更に厳しい生活に

なったことが浮き彫りにされてきています。それは行政の福祉施策、とくに地域

福祉がいかにお粗末であるかが震災によってはっきりと目に見える形であらわれ

たといえます。私たちが生活するとき、共同体というものが必要不可欠な存在と

してある中で、高齢者や障害児・者が果たしてその中にうまく入っていたのだろ

うか、また入れない状況を健常者が作っていたのではということが、今の状況を

物語っています。震災後、自分の行き場をなくした人達が順番待ちをして次々と
＼ 

入所施設へ入っていく。また、未だ数回しか外出していない人、通所施設などに

ー

通えない人は送迎 ・ヘルパーがいなければすぐ入所といった形を勧められてしま

う。だれにとっても優しい人間共同体、地域福祉の確立といったことをみんなで

考え創っていく手助けが現在私たちの最大の働きになってきています。

現在支援の会、現地で働く人間も神戸学生青年センタ ー内、雲内教会内の現地

事務所での活動はたった 2ヶ月づつなのにとても愛着があり次の場所に移るのは

残念です。だから今までずっとそこで生活していた人達が遠くの仮設に行きたが

らず、近くの厳しい倍率の仮設に申し込むのは、当然のことのように思われます。

そのため未だ避難所、テントで生活されている人達が数多くおられます。また仮

設で生活しその状況になかなか馴染めない人達が数多くおられます。私たちはど

こへ移ろうとどこの場においてもできる範囲内で支援活動を続けていきます。

［疇叫如叫ふ店者一ば怠芥：2.賢芯;ぅ:）
♦会計報告

く収入の部＞
街頭募金合計
その他の募金合計

く支出の部＞
物資支援
団体支援
人件費
事務＿・＿交通 ・通信 ・活動費3t

旦
現在高 (6月2日） 翌1ユ

1, 544, 305円
11. 309, 575円9 9 

1 2, 8 5 3,-8 8 0円

4 3 0, 
8 3 0, 
2 4 0, 
7 0 5, 
2 0 6, 
647.1 

円
円
円
円
円
円

田
393-』
669

負
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・ィ。昂わpしt覺抵番もふ釦かかr,.し、911rf匂臼1-::.、 . ,．． 各，℃’しが＂．．．）

ぃ年訊和—`'l,\｀しうもむ噸^'t,,"t砂印．れ．p\＂和1心
¥}ツ-IJ 祠‘知． tt"“しも叫心トレ叫1-ち99いちヤ‘"うし一(.;＂”百・キ

汀”1円，（ヤ唸{Ig：：大い、守．芯＿らaヤ砂U吟
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被災「障害」児・者支擾の会

京賽事務局 fl075-612-036-

現地事務局 tt078-856-0701 

あ(/).髯災から｀もうすぐ‘2度日の春をむかえようししていiす。
披災「疇皇 I尼・老支援の会‘‘たより` 、もヤb号の泥行Kなりさした。支援
(])釦：：：tさ、戎た℃、も9夕<(J)方々
がら、雅P献金をいただ‘いてお

り1す。
岩様のあたたがい御協力に、

改めて御礼申し上げ｀さす。 炉下
℃--

-~今後の活蘭について ~-
支援の会は、神戸市灘・東灘区を活動範囲とした現地事務局、京都への一

時避難、西宮の作業所へのボランティア派遣、京都事務本部を拠点に活動を

続けてきました。特に神戸の現地での活動は、昨年3月に「とにかくもう一

年間、支援を続けさせてもらおう」と決め、毎週月曜から金曜までの活動日

に、訪問・ガイドヘルプ（「障害」を持った被災者が出掛けられる際、目的

地まで同行・送迎して援助します）・入浴などを、延べおよそ三千名のポラ

ンティアが行ってきました。また京都ヘ一時避離として、月に一回 2泊3日

程度でこられる方にも一緒に宿泊するポランティアをコーディネートしてき

ました。このなかから、被災地の仮設住宅で、 「障害」をもつ人やお年寄り

の方がかかえる問題に直面し、またそれらを援助すべく様々な機関と連絡を

取り合うネットワークもできつつあります。

私たちは、とにかく今年の 3月までを区切りにして、活動を続けてきまし

た。その中で「私たちは京都からの支援グループであって、できる事なら被

災地の中で問題を解決できるほうが望ましい」という思いがありました。そ

して幸いにも現地活動については、日本キリスト教団兵庫教区各種伝道委員

会がボランティア組織づくりを呼び掛けてくださり、支援の会の活動の流れ

をくんで「障害」をもつ人の生活支援を始めたいといってくださいました。

しかし 2月の時点で「できれば4月から支援活動を継承したいと考えている

資料忍



が、その専従になっても らう人が見つからない現状である。仮に専従が見つ

かってもポランティアも十分に見つかる見通しがないので、今支援の会で働

いておられる人達にも協力をお願いしたい。引き継ぐ時期についても 4月か

らと決めるのでなく、もう少し猶予期間も欲しい。しかし、出来る限り早く

体制を整えたいと考えている。」とのことでした。また京都での一時避難の

ニーズも引き続きあります。そこで支援の会では、 2月21日に事務局会議

をもち、 「4月以降は活動の規模を縮小して一定期間（おおむね半年）現地

での支援を続ける」という方針をもたせていただきました。これまでは現地

専従者を2名の体制でボランティアのコーディネート及び関係機関との連携

を行ってきましたが、従来通り今後も維持すると、新たに組織される支援活

動が開始されて一本立ちしていくのに支陣を来す恐れがある。しかし一方で

最低1名は専従者を残して、必要な引継ぎをすぺきであるという判断のため

であります。

そしてもう一点。誠に不幸ながら、1月29日に支援の会として送迎活動

中に、その利用者2名と私達メンバー 1名が、交通事故に遭ってしまい、長

期入院や療養が必要となりました。損害賠償などについては保険会社を通じ

て解決するように目下進行中ですが、これらの人の生活珊境が一定の回復を

するまで、支援の会としては責任をもって見守りたいと考えています。

以上、今後も引き続き支援の会を続けるに至った経過を皆様にご報告いた

します。これらの課題が解決したときが、本当に支援の会の役目を終えると

きだと思います。これまでご理解・ご協力いただきました方に感謝して。

被災「障害」児・者支援の会 事務局

皇芝X
亘 3/-i?,は） Prn1:00rv 
⑲謬・向島・釘が紐衿吟9-
四 l人？、000円
・遠加方心交迪9祁説して下さl¥。
..でき印面咋⇔心知p下士99.

もし当a.i忍泣滉叫でも．久々9=
本• 8にがか）和9です~.

＜会計報告〉
く収入の部＞
街頭募金合計
その他の募金合計

現在高 (3月8日：9

L
6
-
5
 

1

1

 
く支出の部＞
物賓支楼

団体支援 l. 
人件喪

事務・交通・通信・活動費↓：

↓ t: 

5 4 4, 
3 0 8, 
8 5 3J. 

305円
0 8 0円
385円

430, B18円
240. 000円
440, 000円

旦．J三 4血
0 3 4, 1 6 7円
819. 218円.t-— 
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櫨費 r陣●』艶・着
被災「陣害」児・者支擾の会

京都事務局： 075-612-0364

女緩の会たふ）ぷ行71996.6.21

一 輔鬱＿ 雨の季節を迎えましたが、皆様方にはお元気でお過ごしのこと

と思います。支援の会の活動も 2年目に入り、新たな段階を迎え

ようとしています。私たちの活動は96年3月末をめどに展開し

てきましたが、被災地での厳しい状況を直に感じるなかで、このまま現地における

支援活動を終わることはできないと考え統けていました。

そのような思いのなか、日本キリスト教団兵庫教区各種伝道委員会が呼びかけて

下さり、 ．r支援の会兵庫』という新しい支援グループが作られました。この「支援
の会兵庫Jは私たちが望んでいました「地元の人が中心となって被災地の地域にお
ける問題を考える」といった理想的に近づき、支援の会のこれまでの活動の流れに

沿った「陸害児 ・者および高齢者の生活支援」を現在、引き継いで頂いています。

そのため、京祁を母体とした支援の会の現地支援活動も 5月末日をもって一応のピ

リオドを打つことにしました。ここまで活動を継統することができましたのも、多

くの皆様のご支援、ご協力によるものだと感謝致します。今後は「支援の会兵庫J
に対してバックアップしていきたいと思いますので、これまでと変わらずご理解、

ご協力を宜しくお願い致します。

一被災「障害」児・者支援の会兵庫
＜代表＞望月修治＜担当者＞佐々木邦子

水田明子

活動日 ：月曜日～金竃日 浜崎久美子

活動時間 ： 基本的に9:00-16:30

事務局 ： 神戸市東灘区●影中町2丁目 3番23号

日本キリスト教団兵庫教区クリスチャンセンター内

TEUFAX: 078-856--0700 携帯電話： 030-70-29739

【支擾募金の振込先】 ＜郵便振讐＞ 口塵書号： 01100-5-88554

加入者名：櫨災「疇害」児・者支擾の会兵庫

く銀行振込＞さくら銀行阪急鶴影出蛋所 口座看号：彗通口座 303548 7 

口座名：被災「疇害J児・者支攘の会代表者望月 修治
資料26



：：：―-:.-:::::瀕！燒ぽい9--- -
3月半ば頃から、新しい『支援の会兵庫」と一緒に神戸での

支援活動をしてきました。現地支援活動を何とか地元の人達に

つなげたいといった思いがようやく形になり始めました。 「支

援の会兵庫』は、新しいコーデイネーター3人を先頭に、地元

のボランティアも少しずつ集まってきています。そして 5月より活動の全般を「支

援の会兵庫」に引き継いで頂きました。 3人のコーデイネーターは、地元の人で曜

日ごとに担当が決まっています。現地で活動することができるこれまでのボランテ

ィアの人達も「支援の会兵庫jに移り支援活動を継続してくださっています。

現在も入浴を希望される人や、福祉事務所、病院への付き添いを希望される人が

たくさんおられます。また、仮設住宅を訪問するなかで、様々な相談を持ちよられ

る人も後をたちません。 一方で、避難所から仮設住宅へと苦しい生活を強いられて

きたなか、少しずつ仮設住宅から出られるようになった人もおられます。新しく家

を建てられたり、公営住宅に当選した人が私たちの関係者の中からも出てきていま

す。しかし、未だに自分の荷物を整理できずにいる人、また自分の希望する仮設が

なくテント生活を余儀なくされている人もおられます。とくに私たちが関わってい

る陸害児・者、高齢者にとっては震災前の生活以上に厳しい問題が山積みされてい

ます。仮設住宅から出たくとも出られない人が本当にたくさんおられます。

これらの様々な問題を被災地における地域の問題として考え、少しでも何らかの

形で支援できればと思っています。

--_-—ー厭稿暮集のお願い
支援の会の結成以来、本当に多くの募金、人材に恵まれてこの

支援活動を継萩してこれました。私たちはこの支援活動のこれま

での経過を報告書として今年度中にまとめたいと考えています。

支援活動の報告に関する原稿だけでなく、ご協力して下さった多くの人達による

ボランティア活動中の様々な出来事やエピソード、支援活動について感じることか

ら今後の謀題などの原稿も募集致します。ぜひ、皆様のお力をお貸しください。

字数：約10 0 0字以内（一言でも結構です）
締： 96年1月末（京都事務局まで郵送でお願いいたします）

墨 61 2 京彗市伏見区鎌座1丁目36 0めぐみホーム内
被災「隣害」児・者支援の会編集委員会

お問い合わせ： ft075-601-0894（矢崎まで）
報告書内で皆様とお会いできるのを楽しみにしています。
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